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MINORU KURATA 


シロ ジマ シャ チ ホ コ Pheosia fusiformis Matsumura は 中 型 の 美しい シャ チ ホ コガ 科 の 1 種 で , 長野 県 内 で は 5 月 
か ら 9 月 に か け , 数 は 少な い が 山 地 で 成虫 を 見 る と と が で きる . し か し , 本 種 の 生活 史 や 周年 経過 の 状態 は ほとん 
ど 分 っ て いな い . 筆者 は 1972 年 秋 か ら 1973 年 秋 に か け て の 通年 飼育 に よっ て , 生活 史 や 周年 経過 の 概要 を 知る と と 
が で きた . 

本 種 の 生活 更に つい て は 杉 ・ 中 臣 (1969) が 「 日 本 産 シ ャ チ ホ コガ 科 の 食 樹 の 知見 ] の な か で 「 お そら く 年 2 回 」 
成虫 が 発生 する だ ろう と 推定 し て いる . 筆者 は 飼育 に よっ て , 成虫 が 年 2 回 発生 する と と , 老 就 幼虫 は 土 中 で 簡単 
な 貢 を つく っ て 遇 化 する と と , 春の 飼育 群 の な か に 普通 の 5 人 齢 幼虫 より 1 齢 多く 齢 期 を 経過 し , 6 齢 で 帆 化 し た 個 
体 が いた と と , 年 2 化 の 個体 群 の な か K 1 化 の 個体 が いた と と な ご ど 確認 で きた の で 報告 する . 





飼 育 の 方 法 


1972 年 8 月 長野 県 大 町 市 と 1973 年 5 月 長野 県 飯山 市 で 採集 し た 雌 成虫 か ら そ れ ぞ れ 採 卵 し , それ ぞ れ に ポプラ 
(セイ ヨウ ハコ ヤナ ギ ) Populus nigra の 葉 を 与え て , つぎ の よう な 方 法 で 野外 飼育 を し た . 秋 の 飼育 群 で は 商 化 し 
た 幼虫 を 10 て 15 匹 の グル ー プ に し 直径 10 cm, 深 さ 9cm の 透明 プラ スチ ッ ク 容 器 に 入れ , 春の 飼育 群 は 蜂 化 し た 
幼虫 を 2. 4, 6, 8, 12 匹 の グル ー プ 分 け , 直径 15 cm, 高 さ 4cm の ガラ ス 製 シャ ー レ 入れ た . 餌 は 毎日 
新鮮 な も の を 一 定量 与え , 2 日 ど と に 幼虫 の 体重 , 体長 , 脱 葉 量 , 摂 食 量 な ど を 測定 し , 脱 度 ご と に 頭 部 脱皮 帝 を 
採集 し 成長 量 測定 の 資料 と し た . な お , どの 場合 も 牙 化 期 が 近く な る と 下 人 土砂 を うめ た 上 間 化 箱 に 幼虫 を 移し , 暴 
化 場所 に 困ら ぬ よ うに し た . (8 お よび 12 匹 の グル ー プ は , 飼 胞 途 中 で お の お の 1 匹 が 死亡 し た .) 





調 査 の 結果 


1. 幼虫 の 成育 日 数 お よび 周年 経過 

幼虫 の 成育 日 数 や 成長 量 等 は 春の 飼育 銘 と 秋 の 飼育 群 で 差異 が 恋 め られ な か っ た の で , 本 報 で は 春の 倉 育 群 の 結 
果 を も と に 記録 する . 各 グ ルー プ の 全 幼 虫 期 の 日 数 を まとめ て 示し た の が 第 1 表 で ある . 幼虫 は 5 齢 を 経て 幅 と な 
る . 幼 了 虫 期間 は 21 て 22 日 前 後 で 。 グル ー プ に よる 差 は な く , 各 齢 期間 の 長 さ に も 差 が 見 られ な か っ た . 各 齢 期 の 
平均 の 長 さ は 1 齢 5.8 日 , 2 齢 3 齢 人 齢 が 3.9 日 , 5 齢 が 4.4 日 で あっ た . 

21<22 日 の 幼虫 期 の 後 , 老 熟 幼虫 は 土 中 に 港 り , 深 さ 3~4cm の 場所 で 簡素 な 内 を 作り , その 中 で 前 幅 と な っ 
た . 前 帽 の 期間 は 平均 5 て 6 日 , 遅い も の は 11 日 目 に 最 と な っ た . 黄 の 期間 は 1 化 群 ( 春 ) と 2 化 炎 (区) で 異な 
り , 春の 1 化 洛 で は 表 1 に 示す よう 平均 22.0 日 で あっ た が , 秋 の 2 化 群 で は 琵 越 生 の た め 6 て 7 か 月 に な る . 春 
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第 1 表 シロ ジマ シャ チ ホ コ Pheosia fusiformis Matsumura 幼虫 期 の 齢 期日 数 
- - 5 NN 5 人 
グル ー フ 1 齢 期 2 齢 期 3 齢 期 4 齢 期 5 齢 其 前 映 期 映 期 こき 部) 
n=]1 5~6 3~4 4~5 4~3 4~5 5~7 19~26 22.5 











n= 7 5~7 3~4 3~4 3~4 人 を て 5 4 ォ ~8 18~27 21.0 
n= 6 4#~7 4~5 3~4 4 ォ ~5 3 て 5 S や 6 20~26 23.0 
n= 4 5~6 4~5 3~4 3~4 4~5 5~8 21~24 21.5 
n= 2 6~7 3~4 4~5 3~4 4 て 5 人 4 て 5 19~21 22.5 


平均 日 数 5.8 3.9 3.9 3.9 4.4 5.7 22.0 22.1 








1973 年 5 て 6 月 の 幼虫 で 食 草 は ポプラ の 葉 . 
の 1 化 群 の 個体 で は 暴 期 の 最短 が 18 日 , 最長 は 27H で あっ た . 
な お , 1973 年 春の 飼育 格 の な か K 1 個体 で ある が 6 齢 を 経過 し て 由 と な っ た 個体 が あっ た . その 浮 期日 数 は 1 衣 
4 日 , 2 衣 5 日 , 3 齢 4 日 , 4 齢 3 日 , 5 齢 5 呈 , 6 齢 4 日 で 幼虫 期日 数 は 25 日 で あっ た . と れ は 5 齢 で 由 化 し た 
個体 より 3 日 長かっ た . 








第 2 表 長野 県 に お ける シロ ジマ シャ チ ホ コ Pheosia fusiformis Matsumura の 周年 経過 の 模式 図 





















































E= 卵 : エ = 幼虫 : P= 幅 :A= 成 虫 . 飼育 の 結果 を も と に し て 作成 . 


鱗 閉 目 昆 虫 の 幼虫 の 脱皮 回 数 は 種 に よっ て ほぼ 決ま っ て お り , 種 の 特徴 に さえ な っ て いる が , と の 脱皮 回 数 が 変 
化す る と と は すでに 指摘 され て いる . た と えば , 食 草 や 食餌 物質 の 不適 に よっ て 脱皮 回 数 が 増え る と と が , Papilio 
属 の チョ ウ 類 で 白水 (1966), 山口 ・ 白 水 (1966), 長沢 ・ 中 山 (1969), Nagasawa & Nakayama (1961) ら に よっ 
て 発表 され , 地理 的 に 変化 し て いる 例 が マイ マイ ガ (ドク ガ 科 ) で 長沢 (1965 a, b,c), 長沢 ・ 中 山 (1966, 1967 
ab) に よっ て 指摘 され て いる . 本 種 の 場合 は 1 例 だ け で ある の で 即断 で き な い が , どの 幼虫 も 同一 の 飼育 条件 下 
で 同 -- の 食 草 が 与え を られ て いる の で , 食餌 植物 の 不適 に よる も の で は な い だ ろ う . と の よう な 例 に ギン ボ シ キ ン ウ 
ワ バ ( ヤ ガ 科 ) で 脱皮 回 数 が 増え る と と が 知ら れ て いる (長沢 , 1956). と れ ら の 間 題 は 今後 引き 続い て 検 対し て 
いき た い . 

つぎ に 本 県 に お ける 本 種 の 周年 経過 に つい て 検討 し て みる . 飼育 の 結果 を も と に 周年 経過 の 状態 を 模式 的 に 示し 
た の が 第 2 表 で ある . 本 種 は 先 に も 書い た よう に K 動 越 冬 で あり , 1 化 期 の 成虫 は 5 て 6 月 に , 2 化 期 の 成虫 は 早い 

と と ろ で は 7 月 下旬 現われ る が , 山地 で は 8 て 9 月 に 現われ る の が 普通 で ある . 1 化 期 の 幼虫 は 6 > 7 月 に み ら 
れ , それ も 夏 前 に は 土 中 に 潜り 四 化す る . 2 化 期 の 幼虫 は 8 て 9 月 に 現われ , 秋 に は 土 中 へ 入り 輔 化す る . 

は じ め の 項 で 少々 ふれ た よう に , 春の 飼育 君 の な か に 年 1 化 の 個体 が 認め られ た が , その 個体 は 第 2 表 の 下段 に 
示し た よう に 遇 (休眠 映 ) で 夏秋 冬 を 過 と し 翌 森 羽化 し た の で ある . 両 年 を と お し て , と の よう な 個体 は 他 に 見 ら 
れ な か っ た が , 亜 高山 常 の よう 備 夏季 の 短 か い 場所 で は 適 広 弄 と み ら れ な いと と も な い の で , 本 県 で は 年 1 化 の 場 
所 も ある と と が 考え られ る . 
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2. 卵 , 幼虫 , 瑞 

卵 : 乳白 色 で 局 平 の 球形 (fg. 7) 平均 直径 1.3. 高 さ 0.7 mm, 表面 に は 規則 的 に な らん だ 微小 な 国 凸 が ある . 卵 
は 2 日程 で 淡い 黄 褐 色 に な り , 遇 化 直前 に は 淡い 灰 黒色 に な る . 飼育 籠 の 中 で 産卵 させ た の で ある が , その 限り で 
は 卵 は 食 樹 や 一 緒 に 入れ た 枯 枝 に 1 また は 数 この 範囲 内 で , 一 定 の 間隔 で 産み 付け られ て いた . 1 雌 の 産卵 数 は 
30 て 40 で あっ た が , 解剖 し て 蔵 卵 数 を 調べ た 結末 で は 産 外 可 能 な も の が 80 て 140 卵 あっ た . 
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Figs. 1-7. シロ ジマ シャ チ ホ コ Pheosiu fusiformis Matsumura の 幼虫 , 帳 の 末端 部 お よび 
卵 :(1)1 齢 , (2) 3 齢 , (3) 4 齢 , (4)5 齢 幼虫 :(5) 幅 8, an 三 肛門 , (6) 同 @, 
cr 三 多 ; (7) 卵 . 





1 齢 幼虫 : 敵 化 直後 は 体長 2.5 mm, 体重 2.5 mg, 体 は 淡い 灰白色 な いし 白色 で 頭 部 は 灰 褐 色 , 第 1 節 背 部 の 毛 列 
に 沿っ て 黒色 帯 が ある . 路 化 直後 の 幼虫 の 大 部 分 は 卵 毅 を 食べ な か っ た が , 数 匹 の 幼虫 は 樹 友 へ の 付着 部 を 残す だ 
け に し て 卵殻 を 食べ て いた . 1 骸 期 の 後半 に な る と 頭 部 は 黒色 , 体長 は 4.5mm ほど に な り , 体 色 は つや の ある 淡 
CAGz LRN ES. 2 WPCR £ NER OMI DEORIE FUR EMR Cg) 
rn 亜 背 線 や 体側 に な らぶ 体毛 の 基 部 は か な り 大 きく 黒色 で ある た め , 体 表 に 点 が 散ら ば る よう 人 見 

気 門下 線 か ら 腹 部 に か け て は 淡い 褐色 を し て いる 

2 齢 幼虫 : 体側 の 気 門下 線 よ り 下 側 と 腹部 は - 自 と 4 茶褐色 に な り , 休 色 は 濃い 緑 働 公 に な る . 腹部 第 8 節 背部 
の 角 状 突起 は 明瞭 に 認め られ る . 2 齢 後期 に は 体長 が 11~12 mm と な る 

3 齢 幼虫 : 種 と し て の 特徴 が 顕著 と な る . W 爵 か ら 用 部 第 9 和音 部 か け 恋 味 の あ る 濃 但 色 に な り , 胸部 の 体側 
は 濃い 黄 緑色 , 気 門下 線 か ら 腹 部 に か け て は 輝き の ある 濃 人 茶褐色 と な る . それ 以外 の 体 公 は 美しい 医 線 色 で 背 線 の 
両側 に は 黄色 帯 が , 串 背 線 に 沿っ て は 濃い 黄 緑色 淀 が 後方 へ 延び る . また , 体毛 の 基部 の 黒色 が 目立ち , 体 表面 

に 黒点 が 散在 する よう に 見 える . 尾 端 の 肉質 突起 (fg. 2) は 2mm ほど で 輝き の ある 黒 茶 褐色 を 示し , 基部 は 一 層 
赤 味 が 強い . 気 門 の まわ り は 淡い 黄色 が まじ る 白色 帯 で 縁 どら れる の で 目立つ . 3 齢 後期 の 体長 は 16~19 mm, 体 
重 は 95mg 前 後 で ある . 
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4 齢 幼虫 : 体 色 は つや の ある 館 色 ( 赤 茶 褐色 ) に な り , 尾部 の 角 状 突起 は 顕著 (fg. 3) で ある . 気 門 も 白 帯 に 囲 
まれ よく 目立つ . 幼虫 の 体 色 は 赤 茶 褐色 の 館 色 が 一 般 的 で あっ た が , な か 淡い 黄色 が 混じる 鮮 緑 色 の 個体 が 5 % 
前 後 の 割合 で 現われ た . し か し , どちら の 幼虫 も 尾 端 の 突起 と 体側 の 気 門下 線 か ら 腹 部 (CC か け て は 濃い 赤 茶 褐色 の 
館 色 で あっ た . 4 齢 後期 の 体長 は 30 こ 35 mm, 体重 は 200 mg 前 後 で あっ た . 

5 齢 幼虫 : 特徴 は 4 齢 幼虫 と 大 差 な い が , 体 色 は 一 段 と 濃く な り , 腹部 第 8 節 の 突起 も 長大 (fig. 4) に な る . 
気 門 の まわ り の 白色 帯 も 顕著 と な る . 体長 は 齢 期 の 中 間 に お いて 最大 と な り , 40 mm 前 後に な る . 老 熟 幼虫 は 土 
中 に 潜り , 土砂 を つけ た 粘 雑 な 商 (Bg. 15) を 作り その 中 で 下 化 する . 蘭 を 作る 深 さ は 地面 下 3~4cm で , 貢 の 大 
き さ は 長 さ 25~30 mm, 直径 13~16 mm, 表面 に 土砂 が つづ り と まれ て いる の で 一 見 土 の 塊 の よう に 見 える . 

映 : 丸 味 あ る 紡 北 形 , つや の ある 黒 紫色 を し て いる . 端 の 大 き さ は 雄 が 22xX 7, 雌 が 23X7mm で , 雌 が や や 
大 きい . 螺 の 尾 端 に は 2 つの 小さ な 角 状 突起 ( 鍋 , gs. 5, 6) が ある . 























6 齢 幼虫 を 経て 化 し た 凌 は 体長 , 体重 と も に 5 齢 を 経た 正常 の 個体 より 小さ か っ た ほか に は 変わ っ た 点 が な く , 
羽化 し た 成虫 に も 特別 な 相 進 点 は 見 られ な か っ た . 
3. 幼虫 の 成長 





体重 , 体長 , 頭 幅 の 3 点 で 成長 を 測定 し た . 体重 は torsion balance と 化学 天 衝 , 頭 幅 は 脱皮 殻 を 用 い ocular- 
micrometer で 測定 し た . 体長 と 体重 の 変化 の 状態 を 示し た の が fg. 8 で ある . 体長 と 体 i 5 齢 に か け 
て 急激 に 増加 し て お り , 本 種 の 場合 に は と く 人 体重 で この 傾向 が 強い . 脱皮 直前 の 休眠 期 に は 体長 と 体重 が や や 減 
少 す る た め 成 長 曲 線 は 階段 状 に な る . また 体長 , 体重 と も に 5 齢 期 後半 か ら 減 少 する . 
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Figs. 8-9. シロ ジマ シャ チ ホ コ Pheosia fusiformis Matsumura 幼虫 :(8) 体長 (実線) と 
体重 (破線 ) の 変化 . 体重 は 湿 重 ; (9 ) 頭 部 最大 幅 に よる 成長 曲線 . 実線 は 5 齢 期 を 経て 
量化 する 正常 個体 (log =0.1874z+1.1600), 破線 は 6 秀 期 を 経て 姜 化 し た 個体 (下段 は 
log y=0.1652x 十 1.1742。 上段 は log ッ ニ 0.1678 二 1.0531). 
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体長 の 最小 が 般 化 直後 で 2.5 mm, 最大 は 5 齢 の 中 問 期 の 40 こ 43 mm で あっ た . 各 齢 期 の 最終 時 の 体長 は 1 齢 
4 ォ ~5, 2 及 11 て 12, 3 齢 16 て 19, 4 齢 30~35, 5 齢 29~35mm で あっ た . 摂 食 活動 が 停止 し , 晴 化 の た め 土 中 
へ 潜る よう に な る と 体長 は さら に 短 か く な り , 敵 を 作る 直前 に は 30~35 mm と な る . 前 由 の 大 き さ は 25 へ ~30 mm 
で あっ た . 

一 方 体重 も 最小 が 系 化 直 後 の 2~2.5mg で , 最大 は 5 齢 の 中 間 時 で 1400 て 1700 mg で あっ た . 各 画 期 の 最終 時 
の 体重 は 1 見 5 て 6, 2 基 12~14, 3 齢 40 て 45, 4 齢 200 て 210, 5 齢 800 て 1100 mg で あっ た . また , 前 虹 は 78 
へ ~88 mg, 端 は 雄 65 て て 75mg, 上 肉 68~80 mg で あっ た . 
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第 3 表 シロ ジマ シャ チ ホ コ Pheosia fusiformis Matsumura 頭 幅 に よる 成長 の 様子 を 飼育 時 の グル ー プ 

幼虫 の 頭 部 脱皮 有 殻 の 最大 幅 の 側 定 値 ど と に まとめ た の が 第 3 表 で ある . 第 3 表 は 

了 間 ocular-micrometer の 値 を その まま 使用 し て 

グル ー プ ーーーーーーー ある . グル ー プ に よる 差 は ほとん ご ど 見 られ 

計る 2 8 3 > ず , 全 個 体 を 一 鐘 と し た 各 郊 の 頭 幅 の 平均 休 

n=11 は 1】 齢 21.8 (0.7 mm) 2 齢 34.9 (1.3), 3 

最 大 値 。 23.0 36.5 36.0 894.0 齢 54.1 (1.7), 4 齢 79.4 (2.6), で 5 齢 の 推 

最 小 値 20.5 34.0 53.0 79.0 定 値 は 125.0 (4.0) で あっ た . 5 誰 の 推定 値 
平 均 値 21.8 35.6 54.6 80.4 127.4 


は , 頭 部 脱 殻 が 遇 化 の と き 割 れ て 測定 で き な 


CN 0.773 。 0.814 1.161 1.275 の 8 遇 1 
最 大 値 22.0 36.0 55.0 80.5 1 齢 か ら 4 齢 まで の 実測 値 の 平均 値 で 求め 
最 小 値 20.0 33.0 52.0 74.0 た 成長 曲線 を 示し た の が fg.9 で ある . Fig. 
平 均 値 21.6 34.6 53.4 77.5 121.9 9 の 上 段 , 実線 で 未 さ れ て いる の が 5 齢 期 を 
標準 偏差 0.265 1.040 1.538 2.198 経た 通常 個体 群 の も の で , 下段 の 破線 は 6 知 
tS 期 を 経た 個体 の も の で ある . 


大 値 23.0 36.0 54.5 80.0 飼育 グル ー プ ご ど と 成長 式 を 検討 し た が 差 
小 値 21.5 33.0 53.0 78.0 は な く , 各 グ ルー プ の 成長 式 の の と ちの 値 
ロ 22.1 34.3 53.9 78.5 122.6 は 第 4 表 の ど と く で あっ た 。2 の 値 は 個人 数 
準 偏差 0.719 1.157 1.226 0.894 RR RE 
た が , と れ は の 値 の 小さ いと と か ら , 初 


強 講 舌 滞 
詩 
本 


1 
トコ 


大 値 22.0 36.0 56.0 82.0 














入湯 2 か の 8 の 8 谷 時 の 成長 の 遅れ を 取り も どす た め の 結 果 で 
平 族 値 lS 0 6 0 20 第 4 表 シロ ジマ シャ チ ホ コ Pheosis fusiformis 
標準 偏差 0.515 3.082 2.738 3.797 Matsumura 幼虫 の 頭 部 最大 幅 に よる 成長 式 
n=2 アー=6X* の ga と 2 の 値 

最 大 値 21.5 34.5 54.0 81.0 2 ー ーー バーーー ーーーー 
最 小 値 21.0 33.5 51.5 79.0 。、 クイ 人 ※ 
平 均 値 21.3 34.0 592.8 80.0 126.0 5 齢 幼虫 

標準 偏差 0.360 0.707 1.766 1.414 n=1i 0.1886 1.1616 

計 n=30 n =7 0.1853 1.1594 

最 大 値 23.0 36.5 56.0 84.0 n =6 0.1848 1.1646 

最 小 値 20.0 32.0 51.5 78.0 n =4 0.1907 1.1535 

平 均 値 21.8 34.9 54.1 79.4 125.0 n =2 0.1915 1.1426 
標準 偏差 0.837 1.131 1.234 2.272 n =30 0.1874 1.1600 
変異 係数 (%) 3.84 3.24 2.28 2.86 6 齢 幼虫 

単位 は micrometer の 値 で 31.0 が 1mm に 相当 する . 5 齢 期 1 一 3 齢 MD 7 

の 平均 値 は 成長 式 か ら の 推定 値 cie 、 プ GA000) 0080 


あろ うと 思わ れる . 各 飼育 グル ー プ の ag の 平均 値 は 0.1874 で , 先 に 報告 し た キテ ン シ ャ チオ コ (g=0.2296) や 
シー ベル スシ ャ チ ホ コ (@= テ 0.2318) より や や 低い . 

な お , 6 齢 を 経過 し た 幼虫 で は 図 3 か ら も 分 る よう 人 成長 が 2 期 に 分 か れ , 前 期 1 一 3 齢 ) と 後期 (4~ 6 内) 
で 段落 が 生じ た が , 両者 の @ の 値 に は は ほとんど 差 が 見 られ な か っ た . し か し , 5 内 期 を 経た 正常 の 個体 より その 
値 は 小さ く , 前 期 が ?=0.1652, 後期 が g=0.1678 で あっ た . 

さて , 先 に Papilio 属 の チョ ウ や マイ マイ ガ , ギン ボ シ キ ン ウ ワ バ な ど で は , 条件 に よっ て 脱皮 回 数 が 増え る て 
と が 指摘 され て いる と と を 述べ た が , と れ ら の 幼虫 に お いて も 長沢 ・ 中 山 の 頭 幅 に よる 成長 の 検討 に よる て 成長 曲 
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Figs. 10-15. シロ ジマ シャ チ ホ コ Pheosia fsiforms Matsumura の 成虫 ・ 卵 ・ 幼 虫 ・ 四 :(10) 
成虫 @ : (11) 枯 枝 の 先端 に 産み つけ られ た 卵 で 飼育 条 中 で 肝 化 後 の も の : (12) 休眠 中 の 3 齢 幼 
虫 ( 右 ) と 4 齢 幼 昌 ( 諾 ) : (13) 飼育 親 の 中 で 摂 食 中 の 5 齢 幼虫 : (14) ポプラ を 摂 食 中 の 5 
幼虫 (15) 土砂 を 着け た 共 と 暴 . 





線 は 1 本 で 直さ れ て いる . また 筆者 が マイ マイ が ガ を 飼育 し た 時 (1968~1972 年 ) に も 脱皮 回 数 の 多い 個体 (雌雄 と 
も ) が あっ た が , 成長 由 線 は どれ も 1 本 で 示さ れ , 本 種 の よう に 2 段 に な る と と は な か っ た . 本 種 の よう 成長 が 
2 段 に な る と と は , 本 種 に だ け 見 られ る 特性 で ある の か , 特別 な 例外 な の か 不明 で ある . それ と も , 成長 と いう カ 
テ ゴ リ ー の 中 に と の よう な 段落 が 内 蔵 さ れ て いる の だ ろう か , 今後 の 検討 に 待ち た い . 

4. 幼虫 の 習性 
摂 食 活動 は どの 齢 期 に お いて も 尽 夜 の 別 な く 行 な われ , 3 て 5 齢 の 幼虫 は どの 葉 も 緑 か ら 食 べ は じ め る が , 


葉 
2 恥 で は 軟 か い 葉 の 葉脈 に 沿っ て 穴 を 開け る よう だ 裏面 か ら 食 べ る . 野外 の 樹 枝 へ 放し て 飼育 


5 する と 3 で て 5 人 齢 の 幼 
虫 は 葉 の 縁 に 丸 味 の あ る 食 没 を 残し て 他 の 葉 へ 移り , 1 枚 の 葉 を 食い 尺 す と と は な か っ た . 活動 を 停止 し て いる と 








] ~ 
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き は 葉脈 に 沿っ て 静止 し て いる が , 4 て 5 齢 の 幼虫 は 枝 や 葉柄 に 静止 する . 

脱皮 は 葉 裏 で 葉脈 , 葉柄 , 小枝 等 の 上 で 行ない 脱皮 毅 は その まま 残さ れる が , な か に 食べ て し まう 個体 も ああ っ た . 
湊 部 幼 虫 は 樹 軸 を 伝っ て 地上 に 下り , 樹 根 の 用 り を し ば らく 歩き まわ り , 近く の 圭 中 に も ぐり 下 化 する . 遇 化 する 
と き 貞 の 表面 に | 砂 を つづ り 合 わせ る よう に 付 答 させ る が , 着け る 上 上 砂 の 草 は 雌雄 で 洋 が な く 1.8~2.6g で あっ 
だ 。 


ま と め に か えて 


飼育 に よっ て 幼虫 の 成長 を 含め た 生活 史 の 概略 が 確か め ら れ た が , 野外 で の 産卵 習性 , 産卵 数 , 羽化 期 , 幼虫 の 
体 色 の 変異 な ど を 含め た 生活 史 に は 不明 な 点 が 多い の で , 今後 調べ られ な けれ ば な ら な い . また , 今回 の 食 草 は ポ 
プラ で ある が 野外 の 食 草 は 確認 され て いな い . し か し , 従来 ヤマ ナラ シ 類 (ヤナ ギ 科 ), ダケ カン バ (カバ ノ キ 科 ) 
で 飼育 で きる ( 杉 ・ 中 医 , 1969) と と が 知ら れ て いる の で 手掛かり は 十分 に ある . 
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